国際連携2022-4-02

2022年度第3回国際連携タスクフォース 議事録




　
 一般社団法人サプライチェーン情報基盤研究会

１．開催日時　：　2022年12月20日（火）13:30～15:30
２．開催場所　：　オンライン会議（ZOOM）
３．出 席 者　： （順不同・敬称略）　
特別会員　　清友　大造
　一般財団法人日本貿易関係手続簡易化協会
特別会員　　幸田　周平
　一般財団法人日本貿易関係手続簡易化協会
特別会員　　徳　　正芳
　一般財団法人日本貿易関係手続簡易化協会
特別会員　　奥山　千穂
　一般財団法人日本貿易関係手続簡易化協会
特別会員　　兼子　邦彦
　一般社団法人SCCCリアルタイム経営推進協議会
特別会員　　遠城　秀和　　ITコンサルタント
幹事会員　　斉藤　孝平　　株式会社NTTデータ経営研究所

幹事会員　　柳　　紀夫 　 日本電気株式会社
正　会員　　岡村　俊也　　株式会社グローバルワイズ
正　会員　　猪股　洋二　　パティオシステムズ株式会社
正　会員　　木村　拓也　　富士通Japan株式会社
正　会員　　惣代　和明　　NECソリューションイノベータ株式会社
正　会員　　森　　安代　　NECソリューションイノベータ株式会社
賛助会員　　鈴木　耀夫　　NPO法人観光情報流通機構
事 務 局　　菅又　久直　　一般社団法人サプライチェーン情報基盤研究会  
出席者15名
４．議事概要　
2022年度第3回国際連携タスクフォース会議は、以下の議事を行った。
（資料：国際連携2022-3-01第3回国際連携タスクフォース会議議事次第）
４－１．第2回国際連携タスクフォース議事録確認
　事務局菅又より、第2回国際連携タスクフォース議事録案の説明が行われ、それを確認した。 
（資料：国際連携2022-3-02 第2回国際連携タスクフォース議事録（案））
４－２．第39回国連CEFACTフォーラム報告
　事務局菅又より、12月5日-6日にオンライン形式で行われた国連CEFACTフォーラムの説明がなされた。
（資料：国際連携2022-3-03 第39回国連CEFACTフォーラム報告）
（参考１：WhitePaper_VerifiableCredentials）
【報告事項】
· 参加者：65か国から約800名が参加。
· EDIのAPI化につき、JSON設計規則及びAPI設計規則を踏まえ、JSON-LDボキャブラリの整備が進んでいることが報告された。
· データ・ガバナンスのフレームワークについての提案が行われた。
· 文書の信頼性保証のためのVerifiable Credentialの仕組みが紹介された。
(事務局：菅又より、関連文書「WhitePaper_VerifiableCredentials」の概要説明を行った。
· 複合一貫輸送（Multi Modal Transport）参照データモデルに基づき、運輸・ロジスティックス分野のAPI化が進んでいる。
· 欧州連合体（EU: European Union）では行政手続きのデジタル化を進めており、その一環として貨物輸送情報の電子化の促進についての通達（eFTI Regulation EU 2020/1056）についての紹介、及び実施のスケジュールについての説明が行われた。
· 電子B/L（船荷証券）の実装に向けての取組みが紹介された。
４－３．2022年B版共通辞書公開
　事務局菅又より、12月15日に国連CEFACTより公開されたCCL22B、および対応する日本語版の業界横断EDI辞書の説明が行われた。
（資料：国際連携2022-3-04 2022年B版共通辞書公開）
４－４．第40回AFACT総会報告
事務局菅又より、資料に基づきAFACT総会の議事内容及び日本提案の「データパイプライン研究プロジェクト」の説明が行われ、それに基づく質疑応答が行われた。
（資料：国際連携2022-3-05 第40回AFACT総会メモ）
（参考2：WhitePaperDataPipeline）
【報告事項】
· 参加国は、日本／中華台北／マレーシア／パキスタン／インド／バングラディッシュ。
· 日本及び中華台北からカントリレポートの発表が行われた。

· アジア太平洋地域ラポータの菅又より国連CEFACTフォーラムの報告が行われた。

· JASTPROシニア・アドバイザーの渡邊浩吉氏よりアジア地域（シンガポール、タイ、マレーシア、フィリピン）のシングルウィンドウおよび貿易プラットフォームの状況調査報告が行われた。

· BDC（Business Domain Committee）とTMC（Technology and Methodology Committee）の合同会議で、次の５つの新プロジェクト提案が行われた。
· Agriculture ESG（中華台北）

· Carbon Emission and Verification & Tax（中華台北）

· Sports Data（中華台北）

· Smart Transportation（中華台北）

· Data Pipeline（日本）

· 新プロジェクトはBDC配下の次の作業部会（WG）に割り振ることになった。

· Trade Facilitation (TF) WG：Data Pipeline

· Travel, Tourism & Leisure (TT&L) WG: Sports Data

· Sustainable Development and Circular Economy (SDCE) WG : 

Agriculture ESG
Carbon Emission and Verification & Tax

Smart Transportation
· 旅行レジャー（TT&L）WGより、2つのプロジェクト（Experience Program, Sustainable Tourism）の進捗状況につき報告が行われた。
· 2023年のAFACT会議（オンライン）は、日本及び中華台北による共同ホストで行うこと、Asia Awardイベント（対面方式）は中華台北が主催することで合意した。
【質疑応答】
· 新プロジェクトのWG割り振りについて、「Smart Transportation」はTT&Lとの関連が深いかも知れない。
(正式な提案文書が提出された後に、プロジェクト内容を検討して決めたい。
· 「Data Pipeline」につき、以下のことを考慮する必要がある。
· Data Pipelineで共有する情報項目の粒度につき検討を要する。
· Data Pipelineに情報を格納／抽出するタイミングも規定する必要がある。
· 文書（メッセージ）の位置づけを検討する必要がある。

４－５．今後の予定
· 第4回業界横断EDIタスクフォース会議：1月16日

· 第4回国際連携タスクフォース会議：2月13日
以 上
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